


歳入

中心市街地にある旧キャトル店舗の解

体工事について、工事請負契約を締結す

る議案が審議され、承認されました。契

約金額は 6 億 3,290 万 4,800 円で、請

負者は陸中建設株式会社（代表取締役 

伊藤峻）です。入札は条件付き一般競争

入札で行われ、９社が応札し、落札率は

92％となりました。工事は令和 8 年 11

月の完了を予定しており、キャトル跡地

の活用に向けた第一歩となります。

令和８年４月１日からの宮古市地域創

生センター（うみマチひろば）の利用料

の改定を審議。これは、来年度から新た

に始まる５年間の指定管理に合わせて行

うもので、他施設との利用料のバランス

を考慮したものです。市民交流センター

（イーストピア）の使用料金を参考に

し、全体的な見直しが図られました。

令
和
７
年
９
月
定
例
会
議
は
、

９
月
３
日
か
ら
30
日
ま
で
28
日

間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

９
月
定
例
会
議
は
「
決
算
議
会
」

と
も
呼
ば
れ
、
令
和
６
年
度
の

決
算
に
つ
い
て
の
審
議
が
中
心

と
な
り
ま
す
。
一
般
会
計
決
算

額
は
歳
入
３
９
２
億
８
，

３
１
９
万
円
に
対
し
、
歳
出
は

３
８
１
億
６
，
０
４
３
万
円
と

な
り
、
繰
越
財
源
を
差
し
引
い

た
実
質
収
支
は
10
億
６
，

１
８
８
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま

し
た
。
本
会
議
で
は
、
決
算
13

件
を
認
定
し
た
ほ
か
、
補
正
予

算
７
件
、
条
例
６
件
、
請
願
２

件
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
計
15

議
案
を
審
議
し
全
会
一
致
で
可

決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
質

問
に
は
13
人
の
議
員
が
登
壇

し
、
新
市
長
の
方
針
や
市
民
生

活
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
質

問
等
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
の
一
般
会
計
決
算

は
、
歳
入
３
９
２
億
８
，３
１
９
万

円
、歳
出
３
８
１
億
６
，０
４
３
万

円
と
な
り
、
実
質
収
支
は

10
億
６
，１
８
８
万
円
（
約
10
億
円

の
黒
字
）
で
し
た
。
し
か
し
、
財

政
調
整
基
金
の
積
立
・
取
り
崩
し

を
反
映
し
た
実
質
単
年
度
収
支
は

16
億
７
，３
６
９
万
円
（
約
17
億

円
の
赤
字
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
市
の
「
そ
の
年
の
や
り
く

り
」
が
赤
字
で
あ
っ
た
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。
市
の
貯
金
に
あ
た
る

財
政
調
整
基
金
は
前
年
度
か
ら
約

10
億
円
減
り
、
残
高
は
約
50
億
円

と
な
り
ま
し
た
。
人
口
減
少
に
よ

る
市
税
の
減
収
や
、
人
件
費
・
物

価
の
上
昇
で
支
出
が
増
え
る
見
通

し
の
中
、
借
金
返
済
は
年
間
40
億

円
を
超
え
て
お
り
、
今
後
の
財
政

運
営
は
一
層
厳
し
く
な
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。

令和６年度決算１３件を認定
より一層の効率的な財政執行が求められるより一層の効率的な財政執行が求められる

決決
算
審
査

算
審
査

��
ど
う
見
る
？
？

ど
う
見
る
？
？

旧キャトル店舗解体工事旧キャトル店舗解体工事
請負者が決まりました請負者が決まりました

うみマチひろばうみマチひろばのの
利用料金が上がります利用料金が上がります

変更前 使用料/ｈ 冷暖房料/ｈ

　会議室 １００円 ２２０円

　交流ホール １１０円 ２２０円

変更後 

　会議室 ５００円 ４００円

　交流ホール ５００円 ４００円

歳出

民生費民生費

総務費 総務費 
公債費公債費

教育費教育費

衛生費衛生費

土木費土木費

農林水産業費 農林水産業費 

消防費消防費

商工費 商工費 

その他その他

市税市税

諸収入等諸収入等

繰入金等繰入金等

地方交付税地方交付税

国庫支出金国庫支出金

市債市債

県支出金県支出金
その他その他

議会費 議会費 

107億5,859万円 

69億8,614万円 

41億5,512万円

39億1,104万円

32億4,724万円

32億1,985万円

18億8,565万円

18億8,553万円

17億2,153万円

1億8,631万円

53億5,168万円

40億5,764万円

33億617万円

124億7,403万円

62億2,627万円

36億4,030万円

21億3,339万円

20億9,371万円

2億343万円

28.228.2%%

18.318.3%%
10.910.9%%

10.310.3%%

8.58.5%%

8.48.4%%

5.05.0%%

4.94.9%%

4.54.5%%

0.50.5%%

13.613.6%%

10.310.3%%

8.48.4%%

31.831.8%%

15.815.8%%

9.39.3%%

5.45.4%%
5.35.3%%

0.50.5%%

令和６年度 一般会計決算

経常収支比率（弾力性）　94.9%

経常収支比率は 75％から 80％が妥当であると考
えられ、80％を超える場合は弾力性を失いつつあ
ると考えられる。

宮古市の令和６年度の財政状況は

このように高額の事業は、執行部だけでなく、
議会での審査と議決を経て決定されます！

point

認
定

23

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一

般

質

問

政
務
活
動
費
・
編
集
後
記

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

予
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

一

般

質

問

政
務
活
動
費
・
編
集
後
記

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
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決算特別委員会

教育民生教育民生
分科会分科会

コミュニティエフエム事業（継続）
コミュニティエフエムを通じて、生活情報、防災情報、地域

情報などを提供する事業。

育英事業【奨学金貸付制度】（継続）
育英のための奨学金の貸付を行う事業。高校、大学、高等専門学校、

専修学校の専門課程への修学時に宮古市独自で貸付を行っている。

総務常任委員会では、「市全体の運営」、「環境」、「防災」、「公共交通」に係る審査を行っています。point教育民生常任委員会では、市民の「生活」「健康」「学び」などに係る審査を行っています。point

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
事
業

三
陸
鉄
道
経
営
強
化
支
援
等
事
業

三
陸
鉄
道
経
営
強
化
支
援
等
事
業

Ｊ
Ｒ
山
田
線
利
用
促
進
事
業

Ｊ
Ｒ
山
田
線
利
用
促
進
事
業

 

市
政
情
報
等
番
組
制
作
業
務
委
託
費
の
算
出
根
拠
は
。

 

イ
ベ
ン
ト
情
報
60
件
、
生
活
情
報
37
件
、
防
災
情
報
４
件
、

合
計
１
０
１
件
の
情
報
提
供
、
時
間
等
に
空
き
が

出
る
場
合
広
報
等
放
送
。
１
分
単
価
は
９
０
０
円

１
，０
０
７
万
円

８
，９
５
２
万
円

２
５
８
万
円

設
備
の
設
置
時
期
及
び
加
入

状
況
並
び
に
受
信
料
は
。テ

レ
ビ
の

難
視
聴
解
消
対
策
と
し
て
平
成
21

年
11
月
25
日
整
備
完
了
、
同
年
12

月
25
日
供
用
開
始
。
総
世
帯
数

１
，
０
１
３
世
帯
・
加
入
数
１
，

０
４
６
件
、
事
業
者
も
加
入
。
加

入
料
金
は
、
月
額
１
，
０
４
０
円

年
額
１
２
，
４
８
０
円
で
あ
る
。

盛
岡
市
内
へ
の
ツ
ア
ー
参
加
者
及
び
宮
古
市
民
に
対

す
る
Ｐ
Ｒ
手
段
は
。

盛
岡
ま
ち
歩
き
＆
さ
ん
さ
踊
り
パ

レ
ー
ド
見
学
12
名
、
歴
史
を
感
じ
る
上
盛
岡
ひ
と
駅
ま
ち
歩

き
６
名
、春
の
訪
れ
を
感
じ
る
盛
岡
ま
ち
歩
き
12
名
だ
っ
た
。

市
内
旅
行
業
者
へ
ツ
ア
ー
及
び
チ
ラ
シ
を
依
頼
し
情
報
発
信

し
て
い
る
。
情
報
発
信
の
弱
さ
が
、
集
客
数
の
伸
び
に
影
響

し
て
い
る
。
今
年
度
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
力
を
入
れ
る
。

情
報
通
信
基
盤

情
報
通
信
基
盤

　
　
施
設
維
持
管
理
事
業

　
　
施
設
維
持
管
理
事
業

��

（
川
井
地
域
分
）

（
川
井
地
域
分
）

３
，４
３
８
万
円

一
般
会
計
歳
入
　
市
税

一
般
会
計
歳
入
　
市
税

不
登
校
児
童
生
徒

不
登
校
児
童
生
徒

　
　
　
　

　
　
　
　��

　
　
支
援
事
業

　
　
支
援
事
業

公
共
交
通
空
白
地

公
共
交
通
空
白
地

　
　
交
通
確
保
維
持
事
業

　
　
交
通
確
保
維
持
事
業

５
，６
６
４
万
円

企
画
課
長

川
井
総
合
事
務
所
長

問
問

 

地
域
バ
ス
の
受
益
者
負
担

の
公
平
性
を
ど
う
担
保
す
る
か
。

決
算
を
踏
ま
え
て
の
検
証
は
。

 

宮
古
地
区
内
に
お
い

て
共
助
型
の
運
行
を
模
索
し
て
い

る
が
、
具
体
的
な
部
分
ま
で
進
ん

で
い
な
い
。
料
金
に
つ
い
て
は
今

後
も
検
証
を
進
め
る
。
市
民
が
置

か
れ
た
環
境
を
し
っ
か
り
見
据

え
、早
急
に
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
を

考
え
る
。

企
画
部
長

問

 

税
収
が
減
っ
た
場
合
、
減

収
分
は
交
付
税
に
よ
り
補
填
さ
れ

る
と
理
解
し
て
い
る
。
減
っ
て
も

歳
入
は
カ
バ
ー
で
き
る
の
で
問
題

な
い
と
捉
え
て
よ
い
か
。

 

市
民
税
に
つ
い
て
は

令
和
6
年
度
に
定
額
減
税
分
の
地

方
特
例
交
付
金
で
補
填
さ
れ
て
い

る
。
減
収
に
つ
い
て
は
普
通
交
付

税
の
基
準
財
政
収
入
額
に
お
い
て

減
収
分
の
補
填
率
75
％
と
な

る
。
算
入
さ
れ
な
い
25
％
が
一
般

財
源
と
な
る
、
税
収
の
確
保
は
必

要
だ
。

税
務
課
長

公
共
交
通
推
進
課
長

問

サ
ー
モ
ン
教
室
に
よ
り
学

校
に
通
う
事
に
な
っ
た
と
い
う
実

感
は
あ
る
か
。

22
人
中
、
完
全

復
帰
２
人
、
一
部
復
帰
６
人
、
別

室
登
校
14
人
で
あ
り
、
効
果
が
あ

る
と
と
ら
え
て
い
る
。
今
後
も
体

験
活
動
等
を
行
い
な
が
ら
、

社
会
性
を
身
に
つ
け
る

よ
う
指
導
し
て

い
く
。

学
校
教
育
課
長

問

問

三
陸
鉄
道
運
営
補
助
金
に
３
，
３
３
９
万
円
支

出
し
て
い
る
、設
備
維
持
に
毎
年
同
水
準
か
か
る
の
か
。

広
範
囲
に
わ
た
る
設
備
修
繕

で
、
計
画
的
な
修
繕
を
図
る
た
め
必
要
と
な
る
も
の

だ
。
県
と
市
が
１
／
２
で
事
業
者
が
１
／
２
と
な
っ

て
い
る
。
自
治
体
に
つ
い
て
は
、
距
離
数
に
応
じ
た

按
分
で
の
算
出
に
よ
る
も
の
。

公
共
交
通
推
進
課
長

問

53
億
５
，１
６
８
万
円

産
後
ケ
ア
事
業

産
後
ケ
ア
事
業

�
 

�
 

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
）

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
）

令
和
６
年
度
か
ら
の
新
事

業
で
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
の
評
価

を
伺
う
。

宮

古
市
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
型
を
始
め

ら
れ
た
の
は
大
き
い
。
受
け
て
良

か
っ
た
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
継
続
し
て
い
く
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

問

83
万
円

病
後
児
保
育
事
業

病
後
児
保
育
事
業

利
用
は
令
和
５
年
度
の
３

人
か
ら
、
令
和
６
年
度
は
18
人
と

増
加
し
た
が
依
然
少
な
い
。
ニ
ー

ズ
と
合
わ
な
い
の
で
は
。

保

護
者
に
と
っ
て
は
い
ざ
と
い
う
と

き
の
安
心
感
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
確
か
に
病
児
保
育
の

要
望
は
あ
る
が
、
医
師
の
確
保
が

必
要
な
た
め
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
所
長

問

４
１
０
万
円

川
井
火
葬
場

川
井
火
葬
場

　
　
　
　��

維
持
管
理
事
業

維
持
管
理
事
業

実
績
が
わ
ず
か
９
件
で
あ

り
、
廃
止
す
べ
き
と
思
う
が
、
今

後
も
継
続
す
る
の
か
。極

端
に
増

え
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
な
い
の

で
、検
討
し
、方
向
性
を
示
し
た
い
。

川
井
総
合
事
務
所
長

問

２
３
６
万
円

生
活
困
窮
者

生
活
困
窮
者

��

自
立
支
援
事
業

自
立
支
援
事
業

育
英
事
業

育
英
事
業

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成

��

及
び
女
性
の
福
祉
の
増
進
と

及
び
女
性
の
福
祉
の
増
進
と

��

地
位
向
上
に
資
す
る
事
業

地
位
向
上
に
資
す
る
事
業

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
増
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
サ
ー
ビ
ス
が

向
上
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
。

困
窮
者
の
プ
ラ
ン
作

成
後
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
た

め
の
手
厚
い
訪
問
を
し
て
お
り
、

数
が
倍
に
な
っ
て
い
る
。

運
用
の
た
め
奨
学
金
基
金
を
、

２
億
円
積
み
増
し
し
て
い
る
が
ど

う
分
析
し
て
い
る
か
。

Ｒ
６
に
貸
付
条

件
を
緩
和
し
た
こ
と
に
よ
る
積
み

増
し
で
あ
る
。
た
だ
、
毎
年
積
み

増
し
が
増
え
る
状
況
は
課
題
で
あ

る
と
と
ら
え
る
の
で
勉
強
し
な
が

ら
検
討
し
た
い
。

福
祉
課
長

学
校
教
育
課
長

問

問
講
座
の
効
果
に
つ
い
て
の
評
価
は
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
良
か
っ
た
と
の
声
が
多
い
が
、
参
加
者

の
固
定
化
の
傾
向
が
あ
り
、
意
識
啓
発
の

観
点
で
は
幅
広
く
伝
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

市
民
協
働
課
長

問

ス
ト
ー
マ
装
具
の
給
付
は
足
り
て
い
る
か
。

ま
た
、
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
へ
の
協
力
体
制
は
。

給
付
額
は
あ
る
程
度
カ
バ
ー
で
き
て
い
る

と
思
う
。
協
会
の
今
後
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
く
。

福
祉
課
長

問

３
，６
６
７
万
円

１
億
４
，０
３
７
万
円

１
２
９
万
円

日
常
生
活
用
具

日
常
生
活
用
具

　　  

　
　
　
　
給
付
事
業

　
　
　
　
給
付
事
業

１
，７
０
７
万
円

１
，０
６
７
万
円

PICK UPPICK UP事業事業PICK UPPICK UP事業事業

総務総務
分科会分科会
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決算特別委員会

７
，１
８
６
万
円

市
道
末
広
町
線

市
道
末
広
町
線

��

無
電
柱
化
事
業

無
電
柱
化
事
業

２
億
７
，５
４
６
万
円

無
電
柱
化
事
業
の
目
的
の

一
つ
に
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い
創
出

が
あ
っ
た
と
思
う
が
、
工
事
完
成

後
も
人
通
り
が
戻
っ
て
い
な

い
。
多
額
の
工
事
費
を
投
じ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
効
果
が
現
れ
て
い

な
い
よ
う
に
感
じ
る
が
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

無
電
柱
化
事
業

は
、「
交
通
安
全
」「
防
災
」
に
加

え
「
に
ぎ
わ
い
創
出
」
の
３
つ
の

目
的
で
事
業
を
実
施
し
て
き

た
。
に
ぎ
わ
い
創
出
の
部
分
に
関

し
て
は
、
今
年
４
月
の
完
成
式
典

に
併
せ
て
、
歩
行
者
天
国
と
し
た

商
店
街
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。
ま
ず
は
完
成
し
た
道
路
を
活

用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
実
績
を
踏
ま

え
、
今
後
、
商
店
街
独
自
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
活
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

令和 7年度一般会計補正予算は、既に議決している歳入・歳出に、それぞれ 31億 4,361

万円を増額し、予算総額は384億7,616万円となります。主な歳入は地方交付税3億3,948

万円、国庫支出金 1億 7,712 万円、繰越金 10億 6,188 万円です。

■給食センター運営事業（増額）

新里・田老の各給食セン
ターから小中学校へ、児童
生徒の心身の健全な発達と
食育を推進するため、学校
給食を提供する。

■道路維持管理事業（増額）

市道の維持管理を行い、安
全で円滑な交通の確保を図
る。
・北山線（舗装工）

・中里佐羽根線（擁壁工）

・前田舘ヶ下線（側溝工）

・山口田代線（法面補修）

・新町根井沢線（防護柵工）

■福祉灯油助成事業（新規）

高齢者世帯、障がい者世帯
及びひとり親世帯であって
所得が低いもの及び生活保
護世帯に対し、冬季間にお
ける灯油購入費等の一部を
助成する。

福祉灯油助成事業など決まる

区分
会計別

予算額

補正前の額 補正額 計

一般会計（３号＋４号） 353億 3,255 万円 31億 4,361 万円 384 億 7,616 万円

９月定例会議で可決された補正予算の補正額

一般会計・特別会計の補正予算を可決
令和７年度

補正前 3,966万円

補正額 8万円

補正後 3,974万円

補正前 3億4,397万円

補正額 2,000万円

補正後 3億6,397万円

補正前 0万円

補正額 4,119万円

補正後 4,119万円

産業建設常任委員会では、「商工観光」、「農林水産」、「都市整備」に係る審査を行っています。

食物アレルギー対象者の材料
費の実績に合わせたもの。

point

point

ま
い
た
け
研
究
開
発

ま
い
た
け
研
究
開
発

��

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

９
８
３
万
円

令
和
７
年
７
月
の
川
井
地
域

振
興
会
議
で
当
セ
ン
タ
ー
の
話
が

出
て
い
た
と
聞
く
が
ど
の
よ
う
な

話
か
。

在
庫
の
菌

木
を
２
年
間
か
け
て
販
売
し
、
そ

の
間
に
引
き
受
け
先
を
見
つ
け
て

い
き
た
い
と
説
明
し
て
い
る
。

継
続
が
難
し
い
の
で
、
第
三

者
に
譲
り
た
い
と
い
う
こ
と
か
。

施
設
を
有

効
に
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
そ
の

よ
う
な
形
で
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

崎
山
松
月
線
道
路
整
備
事
業

崎
山
松
月
線
道
路
整
備
事
業

街
灯
・
道
路
照
明

街
灯
・
道
路
照
明

��

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
事
業

森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業

森
林
環
境
譲
与
税
活
用
事
業

事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

昨
年
７
８
０
ｍ
の
う

ち
２
２
０
ｍ
を
供
用
開
始
し
て
い

る
。
完
成
は
令
和
11
年
度
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

街
灯
の
球
切
れ
の
際
、
順
次

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
交
換
し
て
い
く
と

認
識
し
て
い
る
が
、
現
在
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
の
進
捗
率
は
ど
う
か
。

令
和
６
年
末
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
進
捗
率
は
62
・
９
％
で
あ

り
、
令
和
９
年
度
で
１
０
０
％
を

予
定
し
て
い
る
。

令
和
6
年
度
の
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
捕
獲
頭
数
は
。

全
部
で
25
頭
。
内
訳

は
11
頭
が
有
害
捕
獲
で
14
頭
が
錯

誤
捕
獲
で
あ
る
。

　
※ �

錯
誤
捕
獲
と
は
有
害
捕
獲

を
す
る
ワ
ナ
に
誤
っ
て
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
が
捕
獲
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
。

森
林
環
境
譲
与
税
は
、
市
に

ど
の
く
ら
い
の
金
額
が
入
る
の
か
。

令
和
６
年
度
交
付
額

が
当
初
は
１
億
１
，
１
５
７
万

５
千
円
だ
っ
た
が
、
国
の
財
源
が

増
え
た
こ
と
で
、
最
終
的
に

１
億
２
，
５
５
６
円
と
な
っ
た
。

実
績
と
し
て
は
５
，
５
６
０
万
円

程
の
執
行
と
な
っ
て
い
る
。

１
億
７
，０
８
５
万
円

７
，５
８
５
万
円

２
，３
０
７
万
円

産業建設産業建設
分科会分科会

鳥獣被害防止対策事業（継続）
農作物などへの鳥獣による被害を減らすためのものであり、主に侵入防止

柵の設置、鳥獣の捕獲、ジビエの利用促進などを支援する事業。

PICK UPPICK UP事業事業

農
林
課
長

農
林
課
長

建
設
課
長

建
設
課
長

都
市
整
備
部
長

川
井
総
合
事
務
所
長

川
井
総
合
事
務
所
長

問問

問 問

問

問問
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ここが聞きたいここが聞きたい
これが言いたいこれが言いたい 一般質問

市政を問う
一般質問の内容を動画で
ご覧いただけます。

※質問項目は、一般質問通告によるものです。

長 門 孝 則 議員（無所属クラブ）�����������������������������������������（９）
■　市民憲章の見直しについて
■　人口減少対策について
■　港湾振興について

木 村  　誠 議員（宮古新生会）�������������������������������������������（10）
■　市事業の見直しについて
■　事業承継の支援について
■　特別教室へのエアコン設置について

松 本 尚 美 議員（無所属クラブ）����������������������������������������（10）
■　中村新市政の公約実現について
■　犯罪被害者支援について

落 合 久 三 議員（日本共産党）�������������������������������������������（11）
■　地元事業者支援について
■　不漁打開のための漁業振興策について
■　財政運営について

小 島 直 也 議員（公明党）��������������������������������������������������（11）
■　戦没者追悼式に平和の誓いの意味を込めることについて
■　不登校児童・生徒の居場所づくりについて
■　クルーズ船の寄港を宮古市の教育に生かす取り組みについて

竹 花 邦 彦 議員（立憲・市民クラブ）�����������������������������������（12）
■　中村市政における重点政策等について
■　「公社経営」担当部署の設置と公社改革について

西 村 昭 二 議員（みやこ未来創造クラブ）��������������������������（12）
■　出張所業務の見直しとサービス向上に向けた取り組みについて
■　住宅新築・リフォーム支援について

古 舘 　 博 議員（宮古新生会）�������������������������������������������（13）
■　マニフェストに掲げた施策について
■　�避難所に指定されている体育館等への空調（冷房）設備の設
置について

佐 藤 和 美 議員（みやこ未来創造クラブ）��������������������������（13）
■　成年後見制度の利用促進と体制整備について
■　民間保育施設等への防災ラジオ配布拡充について
■　避難所への暑さ指数（WBGT）計設置について

白 石 雅 一 議員（みやこ未来推進クラブ）��������������������������（14）
■　遠隔地津波における避難について
■　域学連携について
■　高校再編後の水産高校について

田 中 　 尚 議員（日本共産党）�������������������������������������������（14）
■　気候変動対策について
■　�コメ高騰・コメ不足問題を踏まえた農業生産強化ビジョン
について

■　生活保護費の削減について

山 崎 高 広 議員（みやこ未来創造クラブ）��������������������������（15）
■　スポーツ少年団への支援強化について
■　学校の教育環境の整備について

佐々木 真 琴 議員（みやこ未来推進クラブ）������������������������（15）
■　地域おこし協力隊の活用と今後の方向性について
■　�補助金の単年度主義による弊害と今後の補助金制度運用の
方向性について

■　宮古地域観光戦略と宮古市観光の現状認識について

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港

は
、
多
く
の
乗
船
客
が
地

元
を
訪
れ
る
こ
と
か
ら
、
食
事

や
観
光
に
よ
る
直
接
的
な
経
済

効
果
が
あ
る
が
、
来
年
以
降
の

寄
港
予
定
と
受
け
入
れ
態
勢
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

現
時
点
で
確
定
し

て
い
な
い
が
、
来
年

度
は
、
20
回
を
超
え
る
予
約
を

い
た
だ
い
て
お
り
、
過
去
最
多

に
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
関

係
団
体
な
ど
と
情
報
を
共
有
し

て
受
け
入
れ
態
勢
を
さ
ら
に
強

化
し
、
経
済
効
果
の
最
大
化
を

図
る
。

■
市
民
憲
章
の
見
直
し
を

前
文
に
「
宮
古
市
、
田

老
町
、
新
里
村
が
一
つ
と

な
り
、
２
０
０
５
年
６
月
、
新

し
い
宮
古
市
が
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
２
０
１
０
年
１

月
に
川
井
村
が
新
し
い
町
づ
く

り
に
加
わ
り
、
更
な
る
発
展
に

向
け
て
共
に
歩
み
始
め
ま
し

た
」
と
あ
る
。
新
市
誕
生
20
周

年
を
迎
え
、
宮
古
市
は
一
体
と

な
っ
て
お
り
、
前
文
の
合
併
の

経
緯
に
つ
い
て
は
改
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

「
先
人
た
ち
の
歩
み

を
未
来
に
継
承
し
て

い
く
」
と
い
う
思
い
を
込
め
、

憲
章
文
は
現
行
の
ま
ま
と
し
た

い
。

■
人
口
減
少
対
策
は

宮
古
市
の
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
に
よ
る
と
令
和
７
年
の

本
市
の
推
計
人
口
は
４
万

６
１
１
３
人
と
な
っ
て
い
る

が
、
８
月
１
日
現
在
の
人
口
は

４
万
４
９
０
５
人
で
あ
り
、
推

計
を
上
回
る
急
ピ
ッ
チ
で
減
少

が
進
ん
で
い
る
が
対
策
は
ど
う

か
。

若
い
世
代
の
人
口

減
少
対
策
が
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
雇
用
や
所

得
の
確
保
、
子
育
て
環
境
の
充

実
な
ど
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。

クルーズ船の来年度以降の
寄港予定と受け入れ態勢はどうか

確定していないが20回を超える
予約がある

質
問

答
弁

問

問

問

☜長門議員の
一般質問動画
はこちら

長 門 孝 則 議員

宮古港に寄港した外国客船「ダイヤモンド・プリンセス」

「請願」とは、

市民が自分の思

いや要望を、市議会を通じて各所に届けられる制

度です。道路や子育て、福祉など身近な課題を誰

でも提出できますが、市議会議員の紹介が必要に

なります。似た制度に「陳情」があります。陳情

は紹介議員がいらない一方で、必ずしも議会で審

議されるとは限りません。これに対して請願は、

必ず委員会や本会議で取り上げられ、採択か不採

択か結論がはっきり示されるのが大きな特徴で

す。つまり請願は、市民の声を「議会で必ず話し合っ

てもらえる」市民にとって心強い仕組みです。日ご

ろの悩みや当事者だからこそ気づく課題を、ルール

に則りしっかり伝えられる制度として、知っておい

て損はないです、ぜひご活用ください！

令和６年４月の介護報酬改定により、訪問介護の
基本報酬が全国一律で引き下げられました。訪問介
護は、高齢者が住み慣れた自宅や地域で生活を続け
るために欠かせない制度ですが、報酬減額は事業所
経営やヘルパーの処遇改善に直結し、深刻な影響が
懸念されています。もともと慢性的な人材不足が課
題となっている中での引き下げは、担い手の離職や
サービス縮小を加速させ、必要な介護を受けられな
い高齢者が増える恐れがあります。さらに家族の負
担も大きくなり、地域全体の暮らしの安心が揺らぐ
ことにもつながります。今回の請願は、こうした現
場の切実な声を踏まえ、訪問介護報酬の引き下げを
早急に見直し、むしろ引き上げる方向で再改定を行
うことを国に求めるものです。

近年、小学校の授業時数は年々増加し、2017年

の小学２年生は1989年当時の5・6年生の授業時数

を上回っています。小学校高学年と中学生では６時

間授業が当たり前となり、子どもたちは長時間学習

に向き合う毎日を送っています。その一方で授業の

スピードが速く、復習や試行錯誤の時間が不足し、

十分に理解しないまま次へ進まざるを得ない実態が

あります。現場では、学級閉鎖や行事への対応を考

慮して授業時数をあらかじめ上乗せすることも多

く、結果的に文部科学省が示す標準時数を超える状

況が常態化しています。今回の請願は、子どもたち

の豊かな学びと健やかな成長を保障するため、学習

指導要領の内容を精選し教育課程を改善することを

国に求めるものです。

請願者 議　長 本会議 委員会

①
請願書の
提出

②
文書表の作成

③
委員会への
付託

④
審査

⑧
審議結果
受理

⑦
志願者へ結果通
知
【採択の場合】
執行機関へ送付

⑥
審議・決定
採択・不採択

⑤
審査結果
の報告

持続可能な介護へ！
介護報酬見直しを国に求める

「毎日６時間授業？！」
子どもたちの学びは大丈夫？

請願名：�訪問介護報酬の引き下げを見直し、介護
報酬引き上げの再改定を早急に行うこと
を求める請願

請願者：�岩手県社会保障推進協議会、いわての介
護を良くする会

請願名：�「カリキュラムオーバーロード（教育課
程過多）」の改善を求める意見書の請願

請願者：岩手県教職員組合下閉伊支部

請
願

請
願

関係機関へ意見書を送付 関係機関へ意見書を送付措置 措置

って何？請請
セ イセ イ

願願
ガ ンガ ン

市
長

市
長

市
長
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定
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活
動
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・
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予
算
特
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会

決
算
特
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会

定

例

会

議

政
務
活
動
費
・
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集
後
記

議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
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予
算
特
別
委
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会

一
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■
戦
没
者
追
悼
式
に
平
和
の
誓

い
の
意
味
を
込
め
る
こ
と
に

つ
い
て戦

後
、
80
年
の
節
目
に

あ
た
り
、
年
々
遺
族
の
参

列
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
戦
争

の
悲
惨
さ
を
語
り
継
い
で
い
く

使
命
を
も
つ
の
は
若
い
市
民
た

ち
だ
。
こ
れ
か
ら
は
、
平
和
な

社
会
の
建
設
に
立
ち
上
が
る
決

意
を
込
め
て
、
平
和
を
希
求
す

る
市
民
の
集
い
の
形
で
開
催
す

る
べ
き
だ
。戦

没
者
追
悼
式
は

戦
没
者
の
ご
供
養
の

場
で
あ
る
と
共
に
、
戦
争
の
悲

惨
さ
を
次
世
代
に
語
り
継
ぎ
平

和
の
誓
い
を
新
た
に
す
る
場
と

し
て
、
開
催
し
て
い
く
。

■
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
居
場

所
づ
く
り
に
つ
い
て

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
増
加

の
中
で
、
市
内
の
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
や
サ
ー
モ
ン
教

室
は
足
り
て
い
る
か
。
そ
の
他

に
考
え
ら
れ
る
居
場
所
づ
く
り

は
必
要
な
い
か
。

本
市
の
不
登
校
者

は
、小
学
校
33
人
、
中

学
校
64
人
、
合
計
97
人
で
あ

り
、「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」

を
中
心
に
不
登
校
を
未
然
に
防

ぎ
、
計
画
的
に
小
中
学
校
で
連

携
し
、
９
年
間
を
通
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
「
居
場
所
づ
く

り
」「
絆
づ
く
り
」
を
行
い
、

生
き
る
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
中

で
、
世
帯
全
体
に
お
け
る
複
合

化
・
複
雑
化
し
た
生
活
課
題
へ

の
支
援
が
必
要
な
事
例
に

は
、
対
象
世
帯
の
意
向
等
も
確

認
し
、
必
要
に
応
じ
て
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
を
活
用
し

た
、
一
体
的
な
支
援
に
繋
げ
て

い
く
。

■
ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
を
宮
古

市
の
教
育
に
生
か
す
取
り
組

み
に
つ
い
て

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
を

宮
古
市
の
教
育
に
生
か
す

取
り
組
み
を
も
っ
と
活
発
に
行

う
べ
き
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
行
き

詰
ま
り
を
感
じ
る
英
語
教
育

に
、
外
国
人
の
お
客
様
と
の
国

際
交
流
は
、
必
ず
プ
ラ
ス
に
な

る
と
思
う
。国

際
交
流
は
、
国

際
理
解
教
育
の
充
実

に
資
す
る
活
動
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
昨
年
度
か
ら
ク

ル
ー
ズ
船
の
乗
客
と
市
内
中
学

校
と
の
交
流
事
業
は
行
っ
て
お

り
、
今
後
は
回
数
を
増
や
す
計

画
で
あ
る
。
藤
原
埠
頭
で
の
児

童
生
徒
が
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
を
渡
す
こ
と
は
、
日
頃
の
英

語
学
習
の
成
果
を
試
す
機
会
に

な
っ
て
い
る
。

戦没者追悼式に平和の誓いの意味
を込めることについて

遺族会の皆様の心情に寄り添って
平和を希求する場とする

問

問

問

☜小島議員の
一般質問動画
はこちら

小 島 直 也 議員

県
内
の
企
業
倒
産
は
大

震
災
後
最
悪
で
、
宮
古
商

工
会
議
所
の
景
況
調
査
で
も

「
売
上
げ
の
見
通
し
は
改
善
の

兆
し
が
見
え
な
い
」
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
市
の
各
種
支

援
策
を
ふ
ま
え
従
来
の
臨
時

的
・
時
限
的
支
援
で
な
く
常
設

の
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き

だ
。そ
の
一
例
が
岩
泉
町
の「
住

ま
い
る
事
業
補
助
金
制
度
」
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

本
市
は
二
度
に
わ

た
り
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
事
業
を
行
い
、
省
エ
ネ

推
進
補
助
金
、
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
導
入
補
助
金
、
住
宅
の

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
導
入
、
住
宅

耐
震
診
断
と
改
修
工
事
助

成
、
エ
ア
コ
ン
購
入
設
置
費
助

成
等
の
支
援
を
行
っ
て
き

た
。
さ
ら
に
今
議
会
に
エ
ア
コ

ン
設
置
助
成
の
補
正
予
算
を
提

案
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
令
和
６

年
度
の
補
助
交
付
金
額
は

２
億
６
３
０
０
万
円
、
補
助
対

象
金
額
は
約
６
億
５
２
０
０
万

円
で
仕
事
創
出
に
寄
与
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
既
存
の
制
度
の
周

知
に
努
め
て
い
く
。

■
不
漁
打
開
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム

の
開
催
を

サ
ケ
な
ど
主
要
魚
種
の

連
続
し
て
の
不
漁
が
続
い

て
い
る
。
各
漁
協
は
磯
焼
け
対

策
に
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
ト

ラ
ウ
ト
サ
ー
モ
ン
養
殖
は
増
産

態
勢
に
入
り
つ
つ
あ
る
。
県
の

調
査
で
は
表
面
海
水
温
は
す
べ

て
の
定
点
で
20
℃
以
上
で
し
か

も
深
さ
30
メ
ー
ト
ル
ま
で
20
℃

以
上
と
言
う
異
常
な
状
況

だ
。
い
ま
不
漁
打
開
を
め
ざ
す

シ
ン
ポ
の
開
催
を
す
べ
き
と
思

う
が
ど
う
か
。
ま
た
養
殖
の
安

定
化
を
め
ざ
す
研
究
推
進
体
制

を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

９
月
11
日
に
第
７

回
宮
古
地
域
水
産
シ

ン
ポ
が
開
催
さ
れ
る
。
市
も
参

画
し
て
お
り
積
極
的
に
か
か

わ
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ウ
ト
サ
ー

モ
ン
養
殖
は
宮
古
漁
協
が
日
清

丸
紅
㈱
と
連
携
し
、
さ
ら
に
市

内
加
工
業
者
が
銀
ザ
ケ
海
面
養

殖
を
進
め
て
い
る
。
引
続
き
関

係
機
関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
く
。

■
財
政
運
営
に
つ
い
て

自
主
財
源
確
保
の
基
本

は
。
ま
た
事
業
の
拡
充
、

見
直
し
の
現
時
点
で
の
考
え

は
。

限
ら
れ
た
財
源
を

重
点
的
、
効
果
的
に

活
用
し
自
主
財
源
確
保
に
努
め

ま
す
。
行
政
評
価
、
ロ
ー
リ
ン

グ
を
踏
ま
え
、
類
似
事
業
の
統

合
廃
止
、
補
助
金
効
果
の
検
証

な
ど
を
進
め
る
。

常設支援策で地元事業者に仕事を

事業者と連携し既存制度を活用する

問

問

問

☜落合議員の
一般質問動画
はこちら

落 合 久 三 議員

年々、参列者が減って、行事
の意味が薄くなっている。

中
村
市
政
の
産
業
振

興
、
地
域
活
性
化
と
山
本

市
政
の
産
業
立
市
の
違
い
が
わ

か
ら
な
い
。
市
内
事
業
者
・
企

業
が
モ
ノ
づ
く
り
し
や
す

い
、
新
た
な
モ
ノ
を
生
み
出
し

や
す
い
環
境
整
備
と
表
明
し
て

い
る
が
、
具
体
的
な
方
策
が
見

え
な
い
。
企
業
誘
致
、
工
業
用

地
の
確
保
に
も
触
れ
て
い
な

い
。独
自
性
の
発
揮
の
た
め「
総

合
計
画
」、「
ま
ち
、
ひ
と
、
し

ご
と
総
合
戦
略
」
や
「
部
門
別

振
興
ビ
ジ
ョ
ン
・
実
行
計
画
」

を
見
直
す
の
か
、
見
直
さ
な
い

と
す
れ
ば
ど
の
様
に
成
果
を
出

す
の
か
、
予
算
配
分
も
含
め
伺

う
。

本
年
３
月
に
「
宮

古
産
業 

立
市
ビ
ジ
ョ

ン
実
行
計
画
」
を
策
定
し
た
。

本
ビ
ジ
ョ
ン
実
行
計
画
で
掲
げ

る
、「
う
み
だ
す
、
う
り
こ
む
、

は
ぐ
く
む
、
そ
な
え
る
、
さ
さ

え
る
」
と
い
う
５
つ
の
視
点
で

産
業
振
興
を
総
合
的
か
つ
持
続

的
に
推
進
す
る
。
本
市
の
産
業

は
一
次
産
業
、
二
次
産
業
と

様
々
な
産
業
が
あ
る
。
多
様
な

産
業
が
結
び
つ
き
を
強
め
、
企

業
間
や
異
業
種
間
の
連
携
を
図

り
、
モ
ノ
を
生
み
出
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
の
推
進
が
必
要

だ
。
そ
の
た
め
に
現
況
の
把
握

と
課
題
整
理
を
す
る
。
そ
の

後
、
後
押
し
す
る
支
援
を
検
討

し
実
行
す
る
。
産
業
用
地
の
確

保
は
、
多
額
の
造
成
費
が
見
込

ま
れ
る
の
で
造
成
は
保
留
す

る
。
情
報
通
信
業
の
立
地
に
向

け
て
、「
新
規
創
業
者
等
支
援

家
賃
補
助
金
」
制
度
の
改
正
を

し
、
新
規
立
地
者
も
対
象
と
し

て
周
知
に
努
め
る
。

■
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

岩
手
県
、
盛
岡
市
が
条

例
制
定
し
、
支
援
を
始
め

て
い
る
。
宮
古
市
は
検
討
中
と

思
わ
れ
る
が
、今
後
の
対
応
は
。

犯
罪
被
害
者
等
支

援
は
重
要
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
先
行
自
治
体
を

参
考
に
し
て
、
条
例
制
定
に
向

け
て
取
り
組
む
。

中村新市政の産業振興、地域経済
活性化の具体策は

施策・事務事業の効果的な
予算配分で実現する

問

問

☜松本議員の
一般質問動画
はこちら

松 本 尚 美 議員

■
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
つ
い
て

本
市
の
小
中
学
校
普
通

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

は
完
了
し
た
が
、
特
別
教
室
に

つ
い
て
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
多
い
と
聞
く
。
特
別

教
室
で
も
普
通
教
室
同
様
に
授

業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

部
活
動
に
も
使
用
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
エ
ア
コ
ン
の

設
置
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。財

源
確
保
の
検
討

を
進
め
な
が
ら
、
学

校
か
ら
意
見
を
聞
き
計
画
的
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

■
事
業
承
継
の
支
援
に
つ
い
て

日
常
的
に
個
人
事
業
主

の
方
々
と
話
を
す
る
機
会

が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
後
継
者

が
い
な
い
た
め
に
当
代
限
り
で

廃
業
す
る
」
旨
の
話
を
よ
く
聞

く
。
そ
こ
で
、
地
域
経
済
や
雇

用
の
面
か
ら
本
市
と
し
て
真
剣

に
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
と

捉
え
る
が
ど
う
か
。

現
在
、
本
市
で
は

宮
古
商
工
会
議
所
と

連
携
し
な
が
ら
、
事
業
者
の
困

り
ご
と
を
把
握
し
、
様
々
な
課

題
に
対
し
て
適
切
な
相
談
窓
口

を
紹
介
し
て
い
る
。
事
業
者
か

ら
事
業
継
承
に
関
す
る
相
談
が

あ
っ
た
場
合
は
、
宮
古
商
工
会

議
所
と
連
携
し
て
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
行
い
、
岩
手
県
事
業
承
継
・

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
引
き

継
ぎ
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

同
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
承
継
に

係
る
専
門
的
な
相
談
に
対
応
す

る
た
め
、
２
か
月
に
１
回
、
市

内
で
の
相
談
会
も
開
催
し
て
い

る
。
近
年
、
事
業
承
継
に
関
す

る
相
談
が
増
加
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
、
事
業
者
へ
の
聞
き
取

り
を
通
じ
て
現
状
を
把
握

し
、
課
題
の
整
理
を
進
め
て
い

く
。
併
せ
て
、
事
業
者
の
理
解

促
進
と
円
滑
な
承
継
支
援
を
目

的
に
研
修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
開

催
を
推
進
し
て
い
く
。
さ
ら

に
、
金
融
機
関
と
の
連
携
に
よ

る
情
報
発
信
や
講
師
派
遣
な

ど
、
支
援
体
制
の
強
化
を
図

り
、
地
域
に
お
け
る
事
業
承
継

支
援
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

小中学校の特別教室にエアコンの
設置を検討すべき

設置を必要とする特別教室の
優先順位を考慮して取り組んでいく

問問

☜木村議員の
一般質問動画
はこちら

木 村　  誠 議員

普通教室に設置している空調設備
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■
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進

団
塊
世
代
が
後
期
高
齢

者
と
な
る
令
和
７
年
以

降
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
中
で
、
成
年
後
見

制
度
の
利
用
促
進
と
体
制
整
備

が
重
要
と
考
え
る
。
現
状
と
今

後
の
取
組
を
伺
う
。

令
和
６
年
12
月
末

時
点
で
、
市
内
の
制

度
利
用
者
は
１
３
２
人
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携

し
、
相
談
支
援
や
申
立
書
類
の

作
成
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
広
報
強
化

に
取
り
組
む
。
本
年
の
市
民
後

見
人
養
成
講
座
に
は
市
内
か
ら

８
人
が
受
講
し
、
７
人
が
活
動

を
希
望
。
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研

修
を
実
施
し
、
市
民
後
見
人
が

安
心
し
て
活
動
で
き
る
体
制
を

整
備
す
る
。

■
保
育
施
設
へ
の
防
災
ラ
ジ
オ

配
布

防
災
行
政
無
線
は
災
害

時
に
重
要
な
役
割
を
担

う
。
し
か
し
周
囲
の
環
境
に
よ

り
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
が
あ

り
、
特
に
保
育
施
設
は
ま
だ
歩

け
な
い
子
ど
も
も
通
っ
て
い
る

た
め
、
情
報
が
遅
れ
る
こ
と
で

避
難
行
動
に
支
障
を
き
た
す
恐

れ
が
あ
る
。
平
成
27
年
以
降
に

新
設
さ
れ
た
民
間
保
育
施
設
に

は
防
災
ラ
ジ
オ
が
配
布
さ
れ
て

い
な
い
が
、市
の
対
応
を
伺
う
。

確
認
の
結
果
、
10

か
所
の
新
設
民
間
保

育
施
設
に
未
配
布
が
判
明
。
こ

れ
ら
の
施
設
に
配
布
対
応
を

行
っ
た
。

■
避
難
所
へ
の
暑
さ
指
数
（
Ｗ

Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
計
設
置

本
年
７
月
30
日
、
本
市

に
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ

た
際
、
30
度
を
超
え
る
厳
し
い

暑
さ
の
中
で
「
避
難
が
容
易
で

は
な
か
っ
た
」
と
の
声
が
あ
っ

た
。
環
境
省
は
避
難
所
に
暑
さ

指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
の
表
示
を

推
奨
し
て
い
る
。
現
在
の
熱
中

症
対
策
と
設
置
予
定
を
伺
う
。

現
行
は
熱
中
症
警

戒
ア
ラ
ー
ト
の
放
送

や
扇
風
機
・
冷
却
グ
ッ
ズ
の
活

用
な
ど
で
対
応
。
今
年
４
月
に

は
地
元
企
業
と
の
協
定
で
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
９
台
の
提
供

を
受
け
た
。
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ

Ｇ
Ｔ
）
計
は
必
要
と
考
え
、
早

急
に
導
入
を
進
め
る
。

成年後見制度の周知と体制整備を
問う

相談支援を拡充し活用促進を図る

問

問

問

☜佐藤議員の
一般質問動画
はこちら

佐 藤 和 美 議員

■
地
域
産
業
の
育
成

事
業
者
・
企
業
の
環
境

整
備
を
ど
の
よ
う
に
行
う

の
か
伺
う
。足

を
運
び
現
況
把

握
、
情
報
共
有
を
行

い
、
課
題
を
整
理
し
て
い
く
、

そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
も

の
を
生
み
出
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
取
り
組

む
。

■
人
・
地
域
を
育
て
る
環
境
の

充
実

地
域
活
動
を
応
援
で
き

る
体
制
を
ど
う
と
ら
え
れ

ば
良
い
の
か
。

「
元
気
な
地
域
づ
く

り
補
助
金
」
を
創
設

し
、「
生
き
が
い
」「
充
実
」「
絆
」

「
つ
な
が
り
」
を
感
じ
な
が
ら

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
の

実
現
を
目
指
す
。
魅
力
的
な
取

組
み
を
市
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
周
知
活

動
な
ど
主
体
的
な
活
動
を
多
方

面
か
ら
支
え
波
及
さ
せ
て
い

く
。

■
積
極
的
、
効
率
的
な
行
財
政

運
営

費
用
対
効
果
の
み
の
統

廃
合
だ
け
で
は
な
い
、
施

設
の
複
合
利
用
の
検
討
な
ど
市

民
・
住
民
優
先
目
線
も
必
要
と

と
ら
え
る
が
、市
長
の
見
解
は
？

施
設
の
在
り
方
を

検
討
す
る
に
当
っ
て

は
、
費
用
対
効
果
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
市
民
の
生
活
を
第
一

に
考
え
な
が
ら
個
別
の
施
設
ご

と
総
合
的
に
判
断
す
る
。

■
体
育
館
等
へ
の
空
調（
冷
房
）

設
備
設
置
に
つ
い
て

安
全
な
学
習
環
境
・
空

間
の
確
保
や
避
難
所
機
能

の
充
実
を
踏
ま
え
体
育
館
等
へ

の
空
調
（
冷
房
）
設
備
の
整
備

計
画
を
策
定
す
る
考
え
は
な
い

か
？

ト
ヨ
タ
Ｌ
＆
Ｆ
岩

手
㈱
と
災
害
協
定
を

締
結
し
、
先
日
の
カ
ム
チ
ャ
ツ

カ
半
島
地
震
の
際
に
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
の
提
供
（
９
台
）
を

受
け
た
。
体
育
館
の
冷
房
設
備

に
つ
い
て
は
、
大
型
扇
風
機
、

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
で

対
応
し
て
い
く
。

今
後
避
難
時
の
施
設
の
状
況

に
よ
り
対
応
す
る
と
と
も

に
、
資
機
材
の
提
供
が
可
能
な

企
業
と
の
災
害
協
定
の
締
結
を

進
め
、
配
備
で
き
る
体
制
の
拡

充
に
努
め
る
。

マニフェストに掲げた政策を問う

現況把握、情報共有を行いながら
課題を整理し、実現に取り組む

問

問

問問

☜古舘議員の
一般質問動画
はこちら

古 舘　  博 議員

成年後見制度

宮
古
市
の
７
出
張
所
に

つ
い
て
、
全
国
・
県
内
の

郵
便
局
委
託
や
訪
問
型
サ
ー
ビ

ス
の
先
行
事
例
を
踏
ま
え
、
単

な
る
統
廃
合
で
は
な
く
交
通
弱

者
へ
の
自
宅
配
達
・
現
地
発
行

等
に
よ
る
住
民
利
便
の
維
持
向

上
を
図
る
前
提
で
、
各
出
張
所

の
維
持
に
要
す
る
人
件
費
・
管

理
費
等
の
経
費
の
実
態
、
郵
便

局
等
へ
の
証
明
書
発
行
業
務
委

託
の
費
用
対
効
果
と
導
入
可
能

性
、
機
能
集
約
時
の
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
導
入
方
針
（
特
に
出

張
所
の
な
い
旧
田
老
・
旧
新
里

で
の
対
応
）
に
つ
い
て
見
解
を

問
う
。

郵
便
局
へ
の
委
託

は
他
の
自
治
体
の
事

例
を
参
考
に
し
、
調
査
研
究
し

て
い
き
、
出
張
所
機
能
を
集
約

し
た
場
合
に
は
提
案
の
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
も
選
択
肢
の
一
つ
だ

と
考
え
、
運
営
の
効
率
や
コ
ス

ト
面
の
配
慮
を
明
確
に
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
の
組
み
合
わ
せ

な
ど
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

■
住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
支

援
に
つ
い
て

物
価
高
騰
と
建
築
基
準

法
・
省
エ
ネ
法
改
正
で
建

設
コ
ス
ト
が
上
が
り
新
築
の
成

約
減
・
リ
フ
ォ
ー
ム
停
滞
が
生

じ
て
い
る
。
国
の
補
助
を
受
け

や
す
く
す
る
た
め
に
、
市
の
上

乗
せ
支
援
（
市
内
業
者
施
工
で

＋
50
万
円
）
で
も
十
分
で
な
い

現
状
を
踏
ま
え
、
市
内
業
者
へ

の
発
注
と
一
定
額
以
上
の
工
事

を
要
件
と
す
る
住
宅
新
築
・
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
制
度
の
創
設
と

十
分
な
支
援
額
の
確
保
、
市

民
、
事
業
者
の
相
談
・
受
付
窓

口
の
集
約
と
説
明
会
の
実

施
、
健
康
面
か
ら
の
エ
ア
コ
ン

設
置
支
援
事
業
の
復
活
を
提
案

し
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
現
状
把

握
、
制
度
化
の
可
否
、
運
用
方

法
や
体
制
整
備
に
つ
い
て
見
解

を
問
う
。

本
市
で
は
住
宅
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
事

業
補
助
金
、
木
造
住
宅
耐
震
改

修
工
事
補
助
金
な
ど
実
施
し
て

い
る
。
既
存
制
度
に
つ
い
て
は

事
業
者
と
連
携
し
周
知
を
図
り

住
生
活
の
向
上
、
関
連
産
業
の

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
相

談
、
申
請
受
付
は
担
当
課
で
対

応
し
関
連
部
署
が
連
携
し
丁
寧

に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
各

種
支
援
制
度
を
一
覧
に
ま
と
め

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、
説

明
会
な
ど
情
報
提
供
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
い
く
。
エ
ア
コ
ン

設
置
支
援
事
業
の
復
活
に
つ
い

て
は
補
正
予
算
で
対
応
し
取
り

組
む
。

出張所業務の見直しとサービス
向上への取り組みは

地域における住民サービスの
より良い方法を調査

問問

☜西村議員の
一般質問動画
はこちら

西 村 昭 二 議員

■
工
業
団
地
整
備
に
つ
い
て
の

市
長
の
基
本
姿
勢
は

中
村
市
長
は
重
点
政
策

の
「
地
域
産
業
の
振
興
」

に
つ
い
て
、
モ
ノ
を
生
み
出
す

環
境
を
つ
く
り
、
事
業
者
の
挑

戦
を
後
押
し
す
る
と
し
て
い

る
。
そ
れ
を
推
進
す
る
具
体
的

施
策
を
示
せ
。

ま
た
、
前
市
政
で
は
企
業
立

地
の
推
進
に
向
け
、
災
害
に
強

い
工
業
団
地
造
成
を
目
指
し
た

が
、
本
年
１
月
に
１
０
０
億
円

超
の
事
業
費
が
見
込
ま
れ
る
と

し
て
、
大
規
模
造
成
を
保
留
す

る
方
針
を
示
し
た
。
今
後
も
工

業
団
地
を
追
求
す
る
の
か
と
い

う
点
を
含
め
、
産
業
用
地
整
備

に
つ
い
て
の
市
長
の
基
本
姿
勢

を
示
せ
。

モ
ノ
を
生
み
出
す

環
境
づ
く
り
に
は
、

事
業
者
の
現
況
や
課
題
を
把
握

す
る
必
要
が
あ
る
。
各
事
業
者

へ
足
を
運
び
、
現
況
把
握
、
情

報
共
有
等
を
行
い
、
課
題
整
理

を
し
て
い
く
。
そ
の
上
で
、
後

押
し
す
る
支
援
を
検
討
し
実
行

に
移
し
て
い
く
。

工
業
団
地
整
備
は
、
市
が
主

体
的
に
用
地
造
成
す
る
他
に
も

様
々
な
方
法
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
近
年
、
事
業
者
か
ら

の
問
い
合
わ
せ
は
、
居
ぬ
き
建

物
に
対
す
る
も
の
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
引
続
き
企
業
訪
問
を

行
い
、
工
業
団
地
の
必
要
性
に

つ
い
て
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
っ
て

い
く
。

■
公
社
改
革
の
今
後
の
方
向
性

を
示
せ市

長
は
８
月
に
「
公
社

経
営
」
部
署
を
新
設
し

た
。
現
状
の
第
三
セ
ク
タ
ー
公

社
の
課
題
と
今
後
の
改
革
の
方

向
性
を
示
せ
。

経
営
状
況
の
正
確

な
把
握
と
評
価
を
行

い
、
徹
底
し
た
効
率
化
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
改

善
の
目
標
を
明
確
に
し
、
効
率

化
の
適
切
な
手
法
を
見
極
め
て

い
く
。
公
社
間
で
の
共
同
化
、

経
営
統
合
と
い
う
手
法
も
視
野

に
入
れ
、研
究
・
検
討
を
行
う
。

新市長の重点政策・「地域産業の
振興」の具体的施策を質す

事業者の課題を整理した上で
後押しする支援を検討し実行

問

問

☜竹花議員の
一般質問動画
はこちら

竹 花 邦 彦 議員

４月に稼働した新規立地企業の
カネ弥（株）新工場（臨港通）
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■
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
現
状

課
題
と
今
後
の
方
向
性

こ
れ
ま
で
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
制
度
運
用
の
課

題
は
何
か
。平

成
28
年
度
か
ら

19
名
が
着
任
し
、
任

期
終
了
は
15
名
、
そ
の
う
ち
８

名
が
定
住
し
定
住
率
は
53
・

３
％
と
全
国
平
均
を
下
回

る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
明
確
化
、

退
任
後
を
見
越
し
た
サ
ポ
ー
ト

な
ど
、
よ
り
柔
軟
な
任
用
、
勤

務
形
態
を
検
討
す
る
。

今
後
の
改
善
の
方
向
性

は
。

協
力
隊
が
任
期
中

か
ら
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
築
き
、
終
了
後
も
活
動

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
や
相
談
体
制
を
強

化
す
る
。
活
動
拠
点
は
市
役
所

内
部
に
と
ど
ま
ら
ず
、
よ
り
広

く
あ
る
べ
き
と
考
え
る
た

め
、
地
元
企
業
や
団
体
と
の
連

携
を
進
め
て
い
く
。

協
力
隊
員
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
強
化
は
。

任
用
後
の
定
住
に

は
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
と

希
望
す
る
進
路
の
確
保
が
不
可

欠
。
生
活
環
境
や
相
談
体
制
を

整
え
、
地
域
と
の
繋
が
り
が
深

め
ら
れ
る
よ
う
こ
れ
ま
で
以
上

に
丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構

築
す
る
。

■
観
光
は
投
資
段
階
か
自
立
段

階
か

本
市
の
観
光
の
現
状
は
。

「
宮
古
の
観
光
は
投

資
段
階
に
あ
る
」
と

認
識
し
て
い
る
。
観
光
客
数
は

コ
ロ
ナ
前
の
１
４
２
万
人
に
対

し
、
令
和
６
年
度
は
１
１
５
万

人
と
回
復
途
上
。
観
光
産
業
は

幅
広
い
分
野
に
関
わ
る
、
地
域

経
済
全
体
へ
の
波
及
効
果
が
大

き
い
産
業
で
あ
る
と
も
と
ら
え

て
い
る
。観

光
消
費
額
を
増
や
す

た
め
に
は
コ
ン
テ
ン
ツ
造

成
が
必
要
で
あ
る
が
そ
の
実
現

の
た
め
の
人
材
予
算
は
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

人
材
の
研
修
・
育

成
・
支
援
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と

で
、
質
の
高
い
体
験
型
観
光
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。
来
訪

者
の
滞
在
時
間
を
延
ば
し
、
観

光
消
費
額
の
増
加
に
つ
な
げ
る

た
め
、
戦
略
に
基
づ
い
て
必
要

な
投
資
を
し
て
い
く
。

人とお金の有効利用のため、地域おこし
協力隊制度改善が必要では

任期後を見据え、市役所内部に
とどまらない企業・地域と連携強化

問

問問

問問

☜佐々木議員
の一般質問動
画はこちら

佐々木 真琴 議員

■
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
位
置
付

け
と
支
援
策
に
つ
い
て

現
在
、
多
く
の
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
保
護
者
や

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
献
身
的

な
協
力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
活
動
場
所

の
確
保
や
用
具
の
購
入
、
遠
征

費
の
負
担
な
ど
、
経
済
的
な
課

題
も
少
な
く
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
を
地
域
移
行
・
地
域
展

開
の
受
け
皿
と
し
て
ど
う
位
置

付
け
て
い
る
の
か
、
現
状
認
識

と
、
今
後
の
具
体
的
な
支
援
策

を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る

の
か
伺
う
。ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
も

競
技
団
体
や
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
等
と
同
様
に
地
域
移

行
の
受
け
皿
の
ひ
と
つ
と
捉
え

て
い
る
。
支
援
策
に
つ
い
て

は
、
実
証
事
業
を
通
し
て
課
題

の
把
握
と
整
理
を
行
な
っ
て
お

り
、
費
用
負
担
な
ど
を
課
題
と

捉
え
て
い
る
。
今
後
、
国
が
示

す
費
用
負
担
な
ど
の
方
針
を
踏

ま
え
て
、
検
討
し
て
い
く
。

■
学
校
の
教
育
環
境
の
整
備
に

つ
い
て音

楽
室
や
図
書
室
な

ど
、
普
通
教
室
以
外
で

は
、
未
だ
に
空
調
設
備
が
不
十

分
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
普
通
教

室
以
外
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
の

現
状
と
今
後
の
対
応
は
。

今
後
、
財
源
確
保

の
検
討
を
進
め
な
が

ら
計
画
的
に
取
り
組
む
。

将
来
的
に
学
校
の

プ
ー
ル
を
集
約
し
、
屋
内

プ
ー
ル
を
設
置
す
る
等
の
考
え

が
あ
る
か
。当

面
、予
定
は
な
い
。

将
来
的
な
集
約
に
つ

い
て
は
、
老
朽
化
が
進
み
、
建

て
替
え
等
を
検
討
す
る
際
に
考

慮
す
る
。Ｐ

Ｔ
Ａ
会
員
の
減
少
等

に
伴
う
校
庭
等
の
環
境
整

備
の
担
い
手
不
足
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く

の
か
。

こ
れ
ま
で
同
様
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
の

方
々
の
協
力
を
得
る
一
方
、
学

校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
専
門
業

者
へ
の
発
注
な
ど
、
適
宜
対
応

し
て
い
く
。

スポーツ少年団への支援強化に
ついて

部活動の地域移行の受け皿として
支援を検討する

問

問問

問

☜山崎議員の
一般質問動画
はこちら

山 崎 高 広 議員

スポーツ少年団

宮古らしい素敵なロゴ

■
気
候
変
動
対
策
に
つ
い
て

脱
炭
素
宣
言
都
市
指
定

は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
再
エ
ネ
）
の
資
源
活
用
で
次

世
代
へ
貴
重
な
財
産
を
創
出
す

る
取
組
に
貢
献
す
る
。
重
要
な

の
は
小
規
模
・
分
散
型
の
地
域

内
経
済
循
環
の
実
現
に
あ

る
。
事
業
評
価
を
も
と
に
以
下

の
取
組
み
が
必
要
と
考
え
対
応

を
伺
う
。

太
陽
光
、
風
力
、
水
力
発
電

な
ど
再
エ
ネ
の
事
業
主
体
（
発

電
及
び
売
電
）
の
あ
り
方
で

は
、地
元
主
体（
住
民
参
加
型
）

の
重
要
性
を
指
摘
し
て
来

た
。
具
体
化
へ
の
経
過
と
実
現

見
通
し
は
。計

画
提
案
事
業
の

う
ち
、
夜
間
連
系
太

陽
光
発
電
及
び
中
型
風
力
発
電

に
再
エ
ネ
事
業
主
体
を
設
立
す

る
計
画
だ
。
中
型
風
力
発
電
事

業
は
国
産
風
車
の
事
業
者
と
連

携
、
令
和
９
年
度
末
へ
検
討
を

進
め
て
い
る
。
年
度
内
に
事
業

用
地
選
定
や
収
支
を
含
め
事
業

計
画
の
策
定
を
進
め
る
。
実
施

に
は
、
地
元
事
業
者
や
市
民
も

参
画
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
。

小
水
力
発
電
は
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
の
補
助
金
を
活
用
、
市

内
河
川
で
調
査
実
施
し
て
い
る

事
業
者
が
い
る
。
事
業
者
は
地

域
主
導
型
の
事
業
ス
キ
ー
ム
を

基
本
と
し
て
お
り
調
査
の
結

果
、
事
業
化
が
可
能
な
場
合
は

地
元
の
参
画
を
促
し
て
い
く
。

■
漁
業
に
与
え
る
影
響
は

異
常
気
象
は
自
然
の

生
態
系
に
変
化
を
も
た

ら
し
、
特
に
漁
業
分
野
で
市
の

経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
。
養
殖
漁
業
施
設
と
漁
船

用
燃
油
の
再
エ
ネ
活
用
の
具
体

化
も
必
要
と
考
え
る
が
、
現
状

と
見
通
し
は
。

Ｊ
Ｆ
た
ろ
う
加
工

場
に
自
家
消
費
型
の

太
陽
光
発
電
・
蓄
電
池
設
置
で

は
Ｐ
Ｐ
Ａ
の
導
入
を
予
定
し
て

い
る
。
さ
け
・
ま
す
ふ
化
場
や

ア
ワ
ビ
の
種
苗
生
産
施
設
等
で

は
、
水
の
汲
み
上
げ
に
水
中
ポ

ン
プ
を
活
用
、
多
量
の
電
力
を

消
費
し
て
い
る
。
そ
れ
を
再
エ

ネ
で
賄
え
ば
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削

減
に
有
効
と
考
え
る
。
導
入
に

は
費
用
対
効
果
を
検
証
し
、
経

済
的
メ
リ
ッ
ト
を
確
認
し
た
う

え
で
進
め
て
い
く
。

再エネ活用で地域内経済循環を

中型風力発電等の事業に参加を
促す

問

問

☜田中議員の
一般質問動画
はこちら

田 中  　尚 議員

■
高
校
再
編
後
の
水
産
高
校
に

つ
い
て県

教
育
委
員
会
は
少
子

化
に
よ
る
生
徒
の
減
少
で

現
在
59
校
あ
る
県
立
高
校
を
令

和
17
年
度
に
は
44
～
48
校
に
ま

で
減
ら
す
方
針
を
示
し
、
８
月

27
日
に
開
催
さ
れ
た
市
民
対
象

の
意
見
交
換
会
で
は
、
宮
古
水

産
高
校
へ
の
県
内
水
産
科
と
調

理
師
養
成
課
程
の
集
約
、
令
和

12
年
度
の
宮
古
北
高
校
募
集
停

止
な
ど
が
説
明
さ
れ
、
高
校
再

編
の
背
景
と
し
て
専
門
性
の
高

い
教
職
員
の
減
少
や
、
そ
の
確

保
の
難
し
さ
な
ど
に
も
話
が
及

ん
だ
。

今
後
、
市
が
水
産
教
育
の
中

心
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
岩
手
の

水
産
を
考
え
、
海
洋
利
用
の
多

様
化
、
海
洋
環
境
保
全
と
海
洋

リ
テ
ラ
シ
ー
、
漁
業
文
化
の
継

承
と
現
代
化
、
国
際
社
会
に
お

け
る
水
産
資
源
な
ど
、
幅
広
く

新
し
い
技
術
や
知
識
に
触
れ
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
市
は

特
色
あ
る
水
産
高
校
の
あ
り
方

を
ど
う
考
え
る
か
。

宮
古
水
産
高
校
で

は
令
和
２
年
度
に
普

代
村
か
ら
山
田
町
ま
で
の
各
漁

協
及
び
、
卒
業
生
に
よ
り
組
織

さ
れ
た
岩
水
会
並
び
に
東
京
岩

水
会
、
県
、
関
係
市
町
村
で
構

成
し
た
岩
手
県
立
宮
古
水
産
高

等
学
校
存
続
協
議
会
を
発
足

し
、
漁
業
担
い
手
確
保
に
向
け

高
校
を
存
続
し
、
地
域
の
協
力

に
よ
る
専
門
的
な
水
産
養
殖
業

が
学
べ
る
環
境
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。
検
討
を
進
め
な
が

ら
、
学
校
か
ら
意
見
を
聞
き
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ま
た
内
陸
部
や
県
外
の
中
学

生
に
対
し
出
前
授
業
や
、
全
国

に
水
産
高
校
の
魅
力
を
伝
え
る

た
め
地
域
み
ら
い
留
学
を
活
用

し
、
新
規
入
学
生
の
増
加
と
確

保
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ

ら
の
生
徒
に
つ
い
て
月
額
２
万

円
の
下
宿
先
家
賃
補
助
を

し
、
経
済
的
負
担
軽
減
の
支
援

を
し
て
い
る
。

宮
古
水
産
高
校
は
本
市
で
活

躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
、
地

域
を
発
展
し
て
い
く
大
切
な
教

育
機
関
で
あ
る
と
考
え
る
。

こ
れ
ま
で
以
上
に
全
国
に
魅

力
を
発
信
し
、
水
産
業
を
担
う

人
材
が
増
え
る
よ
う
支
援
し
て

い
く
。

高校再編では県内水産科は宮古水産に
集約だが市が考える水産高校とは

本市で活躍できる人材を育成し地域を
発展していく大切な教育機関

問

☜白石議員の
一般質問動画
はこちら

白 石 雅 一 議員

守らなければならない森川海

田老地区に設置された太陽光発電施設
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問



金ケ崎町での視察

の
様

子

川西町での視察の

様
子

議
会
広
報
編
集
委
員
会
で
は
、「
議

会
だ
よ
り
を
よ
り
良
い
も
の
に
！

も
っ
と
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
議
会

だ
よ
り
に
！
」
と
の
思
い
を
胸
に
、

８
月
７
日
か
ら
８
日
の
２
日
間
、
山

形
県
川
西
町
と
岩
手
県
金
ケ
崎
町
を

訪
れ
、
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

両
町
は
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
高
い

議会トピックス 議会トピックス

克服克服にに重要重要なのは、なのは、住民住民のの熱意熱意とと参加参加がが必要必要だ！だ！

勘
で
は
な
く
デ
ー
タ
を
見
よ
！

評
価
を
受
け
、
数
々
の
優
秀
賞
に
輝

い
て
い
る
注
目
の
議
会
だ
よ
り
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

視
察
を
通
じ
て
最
も
印
象
的
だ
っ

た
の
は
、「
伝
え
る
」
で
は
な
く
「
伝

わ
る
」
こ
と
を
徹
底
的
に
意
識
し
た

紙
面
づ
く
り
で
し
た
。
川
西
町
も
金

ケ
崎
町
も
、
町
民
が
何
に
関
心
を
持

ち
、
ど
ん
な
情
報
を
知
り
た
い
の
か

を
起
点
に
記
事
を
構
成
。
長
文
を
避

け
、
箇
条
書
き
や
図
表
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
読
み
や
す
く
整
理
し
、
見

出
し
や
写
真
で
自
然
に
目
を
引
く
工

夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
色
合
い

や
フ
ォ
ン
ト
サ
イ
ズ
を
変
え
る
こ
と

で
紙
面
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
な

ど
、
デ
ザ
イ
ン
面
で
も
細
や
か
な
配

慮
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
モ
ニ
タ
ー

制
度
を
積
極
的
に
活
用
し
、
幅
広
い

市
民
の
声
を
拾
い
上
げ
て
い
た
こ
と

も
特
徴
的
で
し
た
。
さ
ら
に
「
議
会

広
報
編
集
の
12
か
条
」
と
い
う
独
自

の
編
集
ル
ー
ル
を
定
め
、
人
が
入
れ

替
わ
っ
て
も
一
定
水
準
の
紙
面
を
維

持
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
に
も
取
り

組
ん
で
お
り
、
継
続
性
の
あ
る
改
善

姿
勢
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
学
び
を
踏
ま
え
、
宮
古
市

議
会
だ
よ
り
で
も
「
伝
え
た
い
思

い
」
だ
け
で
な
く
「
伝
わ
る
工
夫
」

を
大
切
に
、
今
号
か
ら
レ
イ
ア
ウ
ト

を
刷
新
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
よ
り
見
や
す
く
、
わ
か
り
や

す
い
議
会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
、
委

員
一
同
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ぜ
ひ
新
し
い
紙
面
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
９
月
定
例
会
議
は
決
算
の
認
定

を
行
う
重
要
な
議
会
。
市
民
の
福

祉
の
増
進
に
努
め
る
と
と
も

に
、
最
小
の
経
費
で
、
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
よ
う
に
、
自
治
体
を

持
っ
て
い
く
の
が
、
議
会
の
役
割

だ
。
そ
の
た
め
に
、
現
状
を
正
し

く
把
握
し
、
そ
の
原
因
を
深
ぼ

り
、
課
題
を
特
定
し
、
政
策
を
検

討
す
る
流
れ
が
大
切
。

―
よ
り
良
い
政
策
提
案
の
た
め
に
は
？
―

６
月
９
日 

公
民
連
携
事
業
の
先
進
事
例
視
察
を
実
施
！

伝伝えたい！えたい！
だけではだけでは伝伝わらないわらない

より良いより良い にに議会だより編集議会だより編集 努めます！努めます！

議 長  橋本久夫

　今後の「宮古市議会だより 羅針盤」を、皆さんの暮らしに直

結する記事を中心に、よりわかりやすく、親しみやすい紙面に

していきたいと考えています。お寄せいただいたご意見は、次

号以降の改善に活かしてまいりますので、ぜひお気軽にお聞か

せください。

　今号から紙面デザイン

が一新されました。より見

やすく、読みやすく、そし

て身近に感じてもらえる

紙面をめざしています。新

しいページで、皆さんと

地域の今を一緒に

見つめていきま

しょう。 ❶ 今回号で良かった内容

❷ 取り上げて欲しい内容

❸ 議会広報に対する意見や感想

議長挨拶

宮
古
市
議
会
議
員
研
修

�

８
月
25
日
、
26
日

一
般
社
団
法
人  

地
方
公
共
団
体
政
策
支
援
機
構  

上
席
研
究
員  

渡 

辺 

太 

樹 

氏

講
師

●民間事業者にアイデアと即応性

●柔軟なサービス提供と迅速な
　意思決定と実行力

●続的な集客策
　　⇒　�魅力的で時代に合わせた
　　　　空間づくりが可能

●建設コストの抑制
　　10 ～ 20％削減が期待できる

●固定資産税の収入増が期待
　　⇒　住民税減少を抑制

●市と民間の連携、第三セクターが
　事業体・代理人方式による運営

―事業は？

　盛岡市がバスターミナル部分を！

　盛岡ローカルハブが
　民間収益施設を！

　バス事業者が、運行設備を担当

盛
岡
中
央
公
園
ビ
バ
テ
ラ
ス
・
木
伏
緑
地
・
盛
岡
バ
ス
セ
ン
タ
ー

１. 事業収益性　２. 法律・条例　３. 政治力学

公民連携事業のメリット
（盛岡中央公園ビバテラス）

第三セクター方式
（盛岡バスセンター）

公民連携の３つの壁

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　
　
行
政
視
察

　
　
　
　
　
山
形
県
川
西
町

　
　
　
　
　
岩
手
県
金
ケ
崎
町

目を引く議会広報

現状を知るには勘ではなく

データを見る事が大事
１.

確かなデータの分析により
次への

ステップへ向かうことがで
きる２.

とにかく議員同士

話し合いを多く重ねること
が大事３.

意見の違いがあるのは当た
り前、

とにかく思っていることを

言い合うことが大切

４.

Webアンケートは
こちらから
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年
に
4
回
の
発
刊
の
こ
の
「
羅

針
盤
」、
今
期
号
紙
面
の
変
化
に

お
気
付
き
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
議

会
だ
よ
り
が
一
人
で
も
多
く
の
市

民
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
、
委
員
会
で
は
研
修
を
重
ね
て

こ
の
度
の
発
刊
に
研
修
の
成
果
を

込
め
ま
し
た
。
文
字
を
減
ら
し
、

写
真
を
増
や
し
、
市
民
の
皆
様
に

読
ん
で
い
た
だ
け
る
話
題
を
集
め

た
紙
面
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
成
長
し
て
い
く

「
羅
針
盤
」
に
ご
期
待
く
だ
さ

い
。
半
年
後
に
は
市
議
会
議
員
選

挙
が
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
に
立

ち
向
か
う
力
強
い
宮
古
市
の
建
設

に
、
市
民
の
皆
様
、い
っ
し
ょ
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
！

委 

員 

長

副
委
員
長

編
集
委
員

今
　
村
　
　
　
正

畠
　
山
　
智
　
章

佐
々
木
　
真
　
琴

古
　
舘
　
　
　
博

木
　
村
　
　
　
誠

小
　
島
　
直
　
也

おに

おき

議
会
広
報
編
集
委
員
会

編集委員

小 島 直 也

編集後記

議会トピックス議会トピックス

傍聴のルールが変わります！
〜議会がもっと近くなる、新しい傍聴スタイルへ〜

●インターネット中継
●Facebook
●みやこハーバーラジオ（82.6メガヘルツ）
●次回１２月議会定例会議
　　（11月下旬の開会予定）

宮古市議会の情報をリアルタイムで

議会をもっとあなたの側に

　傍聴ってちょっとこわいなと感じたり、わた

しが行ってもいいのかな？と、はじめてはきっ

と不安になったりするんじゃないかなと思いま

す。そんな人にも気軽に来てほしい、そんな思

いでこの記事を書きました。キャトル跡地や子

育て、介護など自分の気になるテーマからぜひ

聴きに来てみませんか？

Q ナゼ変わったの？
A �全国市議会議長会から新ルールが示されたこ

とや、市民のプライバシー保護、多様性への
配慮などの観点から、よりわかりやすく、参
加しやすくするためです。

Q ナニが変わったの？

今まで これから

撮　影 △ 議長の許可が必要 ○
小学生
以　下 △ 許可制 ○ 誰でもＯＫ

飲　食 × 全面禁止 △ 水分補給ＯＫ

手続き 受付簿に記入 傍聴券に記入

ナゼ変わった？
　　ナニが変わった？

　宮古市議会では、議会モニターから届けられた声や、全国的な動向を反映し、傍聴の
ルールを変更しました。傍聴経験者のみなさんにも、まだ傍聴したことがないみなさん
にも、どなたでも議場に来られるよう、新しくなったルールを写真付きで解説します！
ではどうぞ！

政務活動費とは、議員が調査研究やその他の活動を行うために必要な経費の一部として市から交付
されるもので、交付額は議員１人につき年額 15万円です。

政務活動費は、条例で定められた基準に従って使用し、どのような経費にいくら支出したのか、年
度末に領収書の原本を添えて報告することになっています。経費が 15 万円に満たなかった場合は残
金を返還し、15 万円を超えた場合は、超えた分を自己負担することになっています。

令和６年度は 17 名が交付を受けました。議員ごとの使用状況については、下の表をご覧ください。

令和６年度 宮古市議会政務活動費 収支一覧

市役所５階議場へ

傍聴する

1

4

案内にそって進みます。

定例会議中はエレベーターの前や

正面玄関などに

議会の案内看板が

立っています！

好きな席を選んで座ります。議場

内では静粛に。途中での出入りも

自由です◎

受付をします！

帰りには返却

2

5

議場入り口前に受付があります。

係員が案内しますので、傍聴券に

住所と氏名を記入します。

帰る時は傍聴券を返却ボックスに

入れるか、係員に渡してください。

傍聴券を持って
議場の中にＧＯ！

3

ポケットやカバンにしまって

おいてもＯＫ！

係員に提示を求め

られたら傍聴券を

見せてください！

議場に入る前に携帯スマホの

音がでない状態になっているか

確認しよう！

水分補給は

　 できるよ！

の使用状況をお知らせします政務活動費

（令和６年度在籍議員）� （単位：円）

※�宮古市議会では、政務活動費の収支一覧表をホームページへ掲載しています。なお、領収書（原本）など収支報告書を

閲覧するためには請求手続きが必要となりますので、議会事務局（☎68―9113）までお問い合わせください。

※交付決定時の議席番号
※２番 田代勝久議員は令和６年９月１７日辞職
※補欠選挙で当選した４名の議員は、在職月数により交付対象外

議席 
番号※ 議員氏名 交　付

決定額 支出額 返還額 支出実績
内　　　　　訳

研究研修費 調査旅費 資料作成費 資料購入費 広報費 広聴費 その他経費

1 畠山　智章 150,000 63,423 86,577 63,423 1,428 43,995 0 0 0 0 18,000

2 田代　勝久 150,000 0 150,000 0 0 0 0 0 0 0 0

3 古舘　博 150,000 137,006 12,994 137,006 0 0 0 111,306 7,700 0 18,000

4 中嶋　勝司 150,000 72,161 77,839 72,161 1,428 52,733 0 0 0 0 18,000

5 今村　正 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 白石　雅一 150,000 150,000 0 151,386 70,851 54,615 0 7,920 0 0 18,000

7 木村　誠 150,000 75,294 74,706 75,294 0 0 0 57,294 0 0 18,000

8 西村　昭二 150,000 150,000 0 165,645 1,428 52,733 0 93,484 0 0 18,000

9

10 小島　直也 150,000 147,001 2,999 147,001 40,746 55,255 0 33,000 0 0 18,000

11 鳥居　晋 150,000 104,008 45,992 104,008 0 58,585 0 27,423 0 0 18,000

12

13 伊藤　清 150,000 89,309 60,691 89,309 1,428 44,193 0 25,688 0 0 18,000

14 髙橋　秀正 150,000 19,428 130,572 19,428 1,428 0 0 0 0 0 18,000

15 工藤　小百合 150,000 79,126 70,874 79,126 0 57,496 0 3,630 0 0 18,000

16

17 長門　孝則 150,000 61,128 88,872 61,128 31,428 0 0 11,700 0 0 18,000

18 落合　久三 150,000 22,421 127,579 22,421 1,428 2,993 0 0 0 18,000

19 松本　尚美 150,000 15,684 134,316 15,684 1,428 0 0 14,256 0 0 0

20 田中　尚 150,000 141,601 8,399 141,601 6,428 52,733 0 64,440 0 0 18,000

21 竹花　邦彦 150,000 22,828 127,172 22,828 1,428 0 0 3,400 0 0 18,000

22 橋本　久夫 0 0 0 0

合　計 2,550,000 1,350,418 1,199,582 1,367,449 160,877 475,331 0 453,541 7,700 0 270,000
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ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた見やすいデザインの文字を採用しています。

１日目
１１／６
（木）

１班 花輪農村文化伝承館

２班 津軽石公民館

３班 鍬ヶ崎公民館

４班 イーストピアみやこ 
会議室１・２

２日目
１１／７
（金）

１班 小国地域振興センター

２班 田老公民館

３班 川井生涯学習センター

４班 重茂公民館

３日目
１１／８
（土）

１班 千徳公民館

２班 磯鶏公民館

３班 崎山公民館

４班 基幹集落センター

令和７年 宮古市議会議会報告会

　議員が市内各地に伺い、議会での審議や

活動状況を報告しながら、市政や地域の問

題などについて、市民の皆さんと意見交換

をいたします。

昨年に続き
� 市内１２会場で開催

※開始時間は
　全会場共通です

議会報告会議会報告会

３班 １班

４班 ２班

松本尚美、今村　正
佐々木真琴、◎髙橋秀正、佐藤和美

小島直也、古舘　博、畠山智章
伊藤　清、◎長門孝則、西村昭二

中嶋勝司、水木高志
落合久三、◎竹花邦彦、白石雅一

山崎高広、木村　誠
鳥居　晋、◎田中　尚、工藤小百合

１１６
６３０

７ ８月 日

午後 時 分～

日 日
㈭ ㈮ ㈯

◎は班長

20


